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像
小金鎖
十
轟

復
輻
（

昭
和
の
風
景

も
う

一
度

玉
川
上
水

に
沿

っ
た
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
並
本

「
名
勝
小
金
井
桜
」

を
、
か

つ
て
関
東

一
と
称
さ
れ
た
姿
に
復
活
さ
せ
よ
う
と
い
う

計
画
を
、
十
年
前
か
ら
小
金
井
市
域
を
中
心
に
都
と
同
市
な
ど

が
進
め
て
い
る
。
上
水
を
管
理
す
る
都
水
道
局
が

一
部
区
間
で

土
手
に
生
え
た
樹
木
を

「
皆
伐
」
し
た
た
め
、
環
境
保
護
団
体
は

「
生
物
多
様
性

の
時
代
に
逆
行
す
る
」
と
反
対
。
計
画
は
現
在
、

中
断
し
て
い
る
。
推
進
派
と
反
対
派

に
歩
み
寄
る
余
地
は
あ
る

の
か
。
　

今
」
の
連
載
は
花
井
勝
規
、
林
朋
実
が
担
当
し
ま
す
）

「
雑
木
が
う

っ
そ
う
と
生
い

茂

っ
て
い
た
土
手
が
き
れ
い
に

な
り
、
下
草
も
生
え
て
き
た
。

こ
れ
が
小
金
井
桜
と
玉
川
上
水

の
本
来
の
風
景
で
す
」

サ
ク
ラ
の
保
全
に
取
り
組
む

市
民
団
体

「
名
勝
小
金
井
桜
の

会
」
の
小
沼
広
和
会
長

Ｑ
し
が

ほ
ほ
笑
ん
だ
。
脳
裏
に
浮
か
ぶ

の
は
、
上
水

の
土
手
で
家
族
が

花
見
を
楽
し
ん
だ
昭
和
三
十
年

代
の
風
景
だ
。
当
時
は
今
あ
る

フ

ェ
ン
ス
が
な
く
、
土
手

へ
自

由
に
出
入
り
で
き
た
と
い
う
。

小
金
井
桜

の
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
の

並
本
は
、
江
戸
時
代
中
期
の

一

七
三
七
年

ご
ろ
、
幕
府
の
命
で

小
金
井
橋
を
中
心
に
上
水

の
両

岸
に
植
え
た
の
が
始
ま
り
。
吉

野
山

（
奈
良
県
）
な
ど
各
地
の

ヤ

マ
ザ
ク
ラ
を
取
り
寄
せ
た
。

浮
世
絵
に
も
描
か
れ
、
江
戸
近

郊
で

一
番
の
サ
ク
ラ
の
名
所
に

な

っ
た
。　
一
九

二
四

（大
正
十

三
）
年
に
は
、
現
在
の
小
平
市

の
小
川
水
衛
所
か
ら
、
小
金
井

市
、
西
東
京
市
を
経
て
、
武
蔵

野
市
の
境
橋
ま
で
の
六

ロ
キ
が
国

の
名
勝
に
指
定
さ
れ
た
。

環
境
が
変
わ

っ
た
の
は
六
五

年

だ
。

淀

橋

浄

水

場

（
新

宿

区
）
が
廃
止
さ
れ
、
上
水

の
水

流
が
止
ま

っ
た
。
上
水
管
理
の

停
滞
で
荒
廃
が
進
み
、
雑
本
が

繁
茂
し
て
い

っ
た
。

こ
れ
に
先
立

っ
て
五
四
年
に

は
都
立
小
金
丼
公
園
が
開
園
し

た
。
現
在
千
七
百
本

の
サ
ク
ラ

を
誇
る
同
園
が
、
都
内
有
数
の

サ
ク
ラ
の
名
所
に
取

っ
て
代
わ

っ
た
。

小
沼
さ
ん
は

二
十
五
年
ほ
ど

前
、
小
金
井
市
職
員
と
し
て
小

金
井
桜
を
テ
ー

マ
に
し
た
市
民

講
座
を
企
画
し
た

こ
と
を
き

っ

か
け
に
保
全
活
動
に
関
わ
る
よ

う
に
な

っ
た
。
当
初
は

「
負
担

を
嫌
が
る
空
気
が
市
内
に
あ

っ

た
」
と
振
り
返
る
。
サ
ク
ラ
の

保
護
に
は
手
間
が
か
か
る
か
ら

だ
。
市
民
か
ら

「
寝
た
子
を
起

玉
用
上
水
　
江
戸
初
期

の
１
６
５
３
年
ヽ
江
戸
市
中

に
多
摩
川

の
水

を
供
給
す

る
た

め
建
設

さ
れ
た

導
水

路
。
羽
村
取
水
口

（
羽
村
市
）
か
ら
四
谷
大
木
戸

（新
宿
区
）

ま
で
の
全
長
約
４３

ロ
キ
ｏ
現
在
も
現
役
の
水
道
施
設
と
し
て
稼
働

す
る
上
流
部

（小
平
監
視
所
ま
で
）
よ
り
下
流
は
１
９
６
５
年

か
ら
送
水
を
停
止
し
て
い
た
が
、
８６
年
の
清
流
復
活
事
業
で
下

水
の
高
度
処
理
水
を
利
用
し
た
水
の
流
れ
が
復
活
し
た
。

0玉川上水堤のサクラ並木はヤマザクラのため、ソメイ
∃シノより開花が遅い=小金井市で (3月 31日撮影 )
0明治 30年ごろ撮影された「小金井橋の景J。 手彩色さ
れている干小金井市提供

こ
す
な
」
と
陰

口
を
た
た
か
れ

た

こ
と
も
あ

っ
た
。

二
〇
〇
三
年
、
玉
川
上
水
が

江
戸
、
東
京
の
発
展
を
支
え
て

き
た
歴
史
的
価
値
を
有
す
る
土

木
施
設

・
遺
構
と
し
て
国

の
史

跡
に
指
定
さ
れ
、
追

い
風
が
吹

い
た
。
史
跡
整
備
の

一
環
で
小

金
井
桜
の
再
生
計
画
が
具
体
化

し
た
。
名
勝
指
定
当
時
は
約
千

四
百
本
あ

っ
た
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
は

一
一
年
に
は
七
百
八
十
六
本
ま

で
減
少
。
補
植
な
ど
の
努
力
を

続
け
て
い
る
が
、
現
在
も
九
百

十
三
本
に
と
ど
ま
る
。

小
金
井
市

の
西
岡
真

一
郎
市

長
は

「
小
金
井
桜
は

三
百
八
十

年
に
わ
た
り
継
承
さ
れ
て
き
た

貴
重
な
国
の
財
産
だ
。
管
理
が

行
き
届
か
ず
、
枯
死
の
危
機
に

あ
る
サ
ク
ラ
の
保
全
は
私
た
ち

の
使
命
だ
」
と
力
を
込
め
る
。
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「保
護
名
目
の
自
然
破
壊
」

「
こ
の
惨
状
を
見
て
く
だ
さ

い
。
ひ
ど
す
ぎ
る
。
サ
ク
ラ
保

護

の
名

を

借

り

た

自

然

破

壊

だ
」
。
小
平
市
な
ど
で
幅
広
く

活
動
す
る
市
民
団
体

「
玉
川
上

水
み
ど
り
と
い
き
も
の
会
議
」

の
高
槻
成
紀
代
表
は
、
小
金
井

市
を
流
れ
る
玉
川
上
水

の
関
野

橋
か
ら
梶
野
橋
の
変
わ
り
は
て

た
土
手

の
様
子
を
指
さ
し
、
語

気
を
強
め
た
。

土
手
の
樹
木
は
す

べ
て
根
元

か
ら
伐
採
さ
れ
、
切
り
株
だ
け

を
残
す

「
皆
伐
」
状
態
に
な

っ

た
。
高
槻
さ
ん
は

「
生
物
多
様

性

の
時
代
に
逆
行
す
る
。
サ
ク

ラ
を
優
先
し
て
緑
を
切
る
の
は

時
代
錯
誤
の
懐
古
趣
味
だ
」
と

伐
採
を
続
け
る
都
水
道
局
や
小

金
井
桜
復
活

の
旗
を
振
る
小
金

井
市
を
批
判
す
る
。

「
ヤ

マ
ザ

ク
ラ
は
山
に
咲
く
野
生
品
種
で

他
の
樹
木
と
と
も
に
群
落
を
形

成
す
る
。
サ
ク
ラ
を
優
先
す
る

の
は
良
い
に
し
て
も
、
そ
の
脇

に
カ

エ
デ
や

コ
ブ
シ
が
あ

っ
て

も
問
題
は
な
い
の
に
…
」

都
水
道
局
は

二
〇
〇
九
年
に

史
跡
玉
川
上
水
整
備
活
用
計
画

を
策
定
。
翌
年
度
か
ら

一
九
年

度
ま
で
の
十
力
年
計
画
で
主
に

小
金
井
市
内
の
小
金
井
橋
か
ら

梶
野
橋
ま
で
の
約

ニ

ロ
キ
で
整
備

を
進
め
て
き
た
。
計
画
で
は
、

倒
木
や
の
り
面
の
崩
壊
を
招
く

一一一

恐
れ
の
あ
る
樹
木
の
撤
去
や
名

勝
小
金
井
桜
の
保
護

に
主
眼
を

置
い
て
い
る
。

「
小
金
井
玉
川
上
水
の
自
然

を

守

る

会
」

（
略

称

・
こ

だ

ま
）
の
メ

ン
バ
ー
で
森
林
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
大
石
征
夫
さ

ん
Ｏ
Ｃ
は

「
伐
採
す
る
前
に
住

０
玉
川
上
水
堤
の
雑
木
が

「皆
伐
」
さ
れ
土
手
に
残

っ
た
無
数

の
切
り
株
＝
３
月
２４
日
、
小
金
井
市
の
関
野
橋
下
流
で

●
伐
採
以
前
の
玉
川
上
水
の
様
子
。
ケ
ヤ
キ
な
ど
が
生
い
茂
り

一
緑
陰

」
を
作

っ
て
い
た
＝
２
０
１
９
年
７
月
、
小
金
井
橋

下
流
付
近
で

（加
藤
嘉
六
さ
ん
撮
影
）

民
が
立
ち
会

っ
て

『
こ
の
イ

ロ

ハ
モ
ミ
ジ
は
残
し
て
』
と
要
望

リ
ス
ト
を
提
出
し
た
の
に
、
結

果
的
に
ほ
ぼ
す

べ
て
伐
採
さ
れ

た
。
地
元
住
民
の
意
向
を
無
視

す
る
行
政

の
や
り
方
は
お
か
し

い
」
と
憤
慨
す
る
。

こ
だ
ま
が

一
九
年
八
月
、
整

備
区
間
約

ニ

ロ
キ
の
十

四
カ
所
で

地
表
面
の
温
度
を
比

べ
た
と
こ

ろ
、
伐
採
さ
れ
る
前
の
緑
が
残

さ
れ
た
場
所
で

一
番
低
い
温
度

が

約

三

二
度

だ

っ
た

の

に
対

し
、
皆
伐

エ
リ
ア
の
最
大
値
は

六
七
度
超
。
そ
の
差
は
最
大
三

五
・
六
度
も
あ
っ
た
。

こ
だ
ま
の
元
代
表
で
、
カ
メ

ラ
マ
ン
の
加
藤
嘉
六
さ
ん
■
こ

は
そ
ん
な
玉
川
上
水
の

「緑

陰
」
の
効
果
を
説
く
。

「上
水

に
残
さ
れ
た
樹
本
は
都
市
化
が

進
ん
だ
東
京
で
は
希
少
な
グ
リ

ー
ン
ベ
ル
ト
（緑
の
回
廊
）だ
。

地
球
温
暖
化
対
策
の
観
点
か
ら

も
緑
の
破
壊
を
こ
れ
以
上
進
め

な
い
で
ほ
し
い
」
と
願
う
。

こ
う
し
た
批
判
に
対
し
、
日

本
自
然
保
護
協
会
理
事
長
で
、

小
金
井
市
の
玉
川
上
水
・
小
金

井
桜
整
備
活
用
推
進
委
員
長

務
め
る
亀
山
章
東
京
農

工
大

誉
教
授
は

「
冷
静
に
考
え
て

し
い
」
と
促
す
。

「
ケ
ヤ
キ
た

ど
雑
本
が
繁
茂
し
た
状
況
を
放

置
す
れ
ば
玉
川
上
水
の
の
り
面

の
崩
壊
に

つ
な
が
る
。
上
水
は

江
戸
が
栄
え
た
命
の
根
源
で
、

歴

史

的

に
大

き

な

価

値

が

あ

る
」
と
反
論
す
る
。

小
金
井
桜
の
保
全
に

つ
い
て

は

「
ケ
ヤ
キ
は
年
間

二
厨
伸
び

る
の
に
サ
ク
ラ
は

一
房
に
満
た

な
い
。
成
長
速
度
が
違

い
す
ぎ

る
。
徹
底
的
に
ケ
ヤ
キ
を
伐
採

し
な
い
か
ぎ
り
、
保
全
は
う
ま

く
い
か
な
い
」
と
の
立
場
だ
。



煮 2021年 (令禾日3年 )5月 2日 (日 曜 日 ) 多武

百
に
浮
く
西
へ
の
延
伸

名
勝
小
金
丼
桜
の
復
活
計
画

は
約
十
年
が
か
り
で
、
小
金
井

市
内
の
小
金
井
橋
か
ら
梶
野
橋

ま
で
約

ニ

ロ
キ
の
整
備
が
ほ
ぼ
完

了
し
た
。
い
よ
い
よ
次
の
段
階

へ
進
も
う
と
し
て
い
た
昨
年
七

月
、
小
平
市
が
慎
重
姿
勢
に
転

じ
、
事
業
は
中
断
し
た
ま
ま
に

な

っ
て
い
る
。

次
は
、
名
勝
の
全
長
六

ロ
キ

の

う
ち
小
金
井
橋
か
ら
西
側
の
茜

屋
橋
ま
で
の
約

一　
ロ
キ

の
区
間
を

五
、
六
年
で
整
備
す
る
計
画
。

こ
の
区
間
は
市
境
が
玉
川
上
水

の
上
に
あ
り
、
北
側
は
小
平
、

南
側
は
小
金
井
市
域
の
た
め
、

玉
川
上
水
を
管
理
す
る
都
水
道

局
、
サ
ク
ラ
を
管
理
す
る
都
教

育
庁
と
両
市
の
四
者
が
事
業
の

進
め
方
を
話
し
合

っ
て
き
た
。

小
平
市

の
小
林
正
則
前
市
長

は
昨
年
六
月
、
玉
川
上
水
や
サ

ク
ラ
の
保
護
に

つ
い
て

「
生
物

多
様
性
の
維
持
」
や

「
地
元

ヘ

の
配
慮
」
を
求
め
る
都
知
事
宛

て
の
要
望
書
を
提
出
し
た
。
同

市
内
の
複
数
の
環
境
保
護
グ
ル

ー
プ
が
小
金
井
市
内
の
樹
木
の

伐
採
状
況
に
危
機
感
を
抱
き
、

大
正
時
代
、
旧
東
京
市
が
名
勝
指
定
を
記
念
し
て
小
金

井
橋
脇
に
建
て
た
標
柱
。
背
後
に
ヤ
プ
が
追

っ
て
お

り
、
小
金
井
桜
の
現
況
を
象
徴
し
て
い
る
＝
小
平
市
で

小
平
市
内
の
小
金
井
桜
は

二

百
七
十
八
本
あ
り
、
多
く
が
高

齢
木
だ
。
復
活
計
画
の
中
断
で

枯
死
を
心
配
す
る
声
が
出
て
お

り
、
小
金
井
市
役
所
の
内
部
に

は

「
南
側
の
小
金
井
市
域
だ
け

で
も
事
業
を
進
め
る
べ
き
だ
」

と
の
強
行
論
も
く
す
ぶ
る
。

だ
が
、
西
岡
真

一
郎
市
長
は

こ
れ
を

「
考
え
て
い
な
い
」
と

否
定
す
る
。
小
平
、
小
金
井
、

西
東
京
、
武
蔵
野
の
名
勝

エ
リ

ア
四
市

に
よ
る
計
画
推
進
を
目

指
す
立
場
か
ら

「
保
全
で
き
る

樹
木
は
残
し
て
ほ
し
い
と
い
う

住
民
の
声
と
上
水
の
の
り
面
や

サ
ク
ラ
の
保
護
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
大
事
に
し
た
い
」
と
打
開
策

を
探
る
姿
勢
を
み
せ
る
。

小
金
丼
市
内
の
あ
る
環
境
保

護
団
体
幹
部
は

「
『
一
本
も
本

を
切
る
な
』
と
い
う
グ
ル
ー
プ

と
皆
伐
を
進
め
た
両
極

の
勢
力

が
対
立
し
、
政
治
問
題
化
し
て

い
る
印
象
だ
」
と
指
摘
。

「
適

度

に
緑
の
保
全
を
し
な
が
ら
サ

ク
ラ
保
護
は
で
き
る
は
ず
だ
。

互
い
に
歩
み
寄
り
、
共
存
の
道

を
探
る
べ
き
だ
」
と
語

っ
た
。

（
こ
の
連
載
は
花
井
勝
規
、
林

朋
実
が
担
当
し
ま
し
た
）

市
や
都
に
対
す
る
陳
情
活
動
を

活
発
化
さ
せ
て
い
た
か
ら
だ
。

環
境
保
護
団
体
な
ど
か
ら
樹

本
の
伐
採
で
批
判
の
矢
面
に
立

っ
て
き
た
都
水
道
局

の
担
当
者

は

「
小
金
井
市
域
で
の
伐
採
は

地
元
の
意
向
に
沿

っ
た
」
と
打

ち
明
け
る
。
小
金
丼
橋
以
西
の

計
画
は

「
小
平
市
の
協
力
が
な

い
限
り
は
難
し
い
」
と
あ
き
ら

め
顔
だ
。
名
勝
の
指
定
範
囲
の

う
ち
小
平
市
域
は
約
三

ロ
キ
だ
が

「
名
勝
の

『
小
金
井

』
の
地
名

が
ネ

ッ
ク
に
な

っ
て
小
平
市
は

以
前
か
ら
乗
り
気
で
は
な
か

っ

た
」
と
も
話
す
。

都
水
道
局
は

「
ジ

ャ
ン
グ
ル

状
態
の
雑
木
が
史
跡

・
玉
川
上

水

の
維
持

に
脅
威
に
な

っ
て
い

る
」
と
年
約

一
億
円
の
予
算
を

確
保
し
、
年
に
千
～
二
千
本
の

伐
採
を
続
け
る
。
沿
線
住
民
か

ら
は
伸
び
た
樹
本
が
生
活
の
支

障

に
な
る
の
で

「
切

っ
て
」
と

い
う
要
請

の
数
が

「
切
る
な
」

を
大
幅

に
上
回

っ
て
い
る
の
が

実
情
だ
と
い
う
。
た
だ

「
切

っ

て
も
切

っ
て
も
次
か
ら
次

へ
と

生
え
て
き
て
追
い

つ
か
な
い
」

と
担
当
者
は
こ
ぼ
す
。

小金井市で造園業を営む杉山利男さん
が育てているヤマザクラの苗。玉りII上

水堤に移植するまで 6年かかるという


